
 

ウオーターキーパー連続的添加に伴う水質回復期Ⅰ（フェーズ１）（図２） 
 

ウォーターキーパーを１日の流入水量に対して8ppmを２４時間かけて連続的に滴下する

と、ウォーターキーパーはその主成分である ①ブロメラインの抗酸化・抗菌作用、②発酵

抑止改質酵母の汚泥分解促進作用の複合体作用からなる相乗効果により、有用微生物の活性

向上（触媒作用）と腐敗菌・雑菌の活性低下（負触媒作用）を引き起こす。 
 
好気域の有用微生物である、有機化合物分解菌，硝化菌，イオウ酸化菌，脱窒菌等の活性

向上は、有機化合物の完全分解、アンモニアの硝酸イオンへの変換、硫化水素の硫酸イオン

への変換、N2 生成等の促進をもたらす。したがって、好気域の濁度は減少する。 
 
ウォーターキーパーは嫌気域の有機化合物分解菌や光合成細菌（緑色イオウ細菌，紅色イ

オウ細菌，紅色非イオウ細菌）の活性も向上させる。したがって、嫌気域の緑色イオウ細菌

および紅色イオウ細菌は光合成を行い始め、硫化水素を消費し始める。また紅色非イオウ細

菌も光合成を行い始め、有機化合物を分解し始める。有機物分解菌と発酵抑止改質酵母の相

乗効果により堆積汚泥の分解は促進され，分解汚泥されたスカムの浮上が始まる。 
 
好気域の増加した有用微生物の消費する DO は、腐敗菌・雑菌の消費する DO の減少によ

ってまかなわれる。ただし、好気性有用微生物の増加により DO は多消費され、好気域は一

時的に縮小することがあるが、その時でも濁度は低下する。 
 
以上により、好気域および嫌気域で有機化合物の分解は促進される上、嫌気域で生成した

アンモニアと硫化水素は、硝化菌，イオウ酸化菌，嫌気性光合成細菌による変換で低濃度と

なって，気圏へ放散することになる（悪臭は軽減される）。 
 
嫌気域で生成したメタンについては、そのまま気圏へ放散する。脱窒によって生成する窒

素ガスの気泡も見られるようになる。 
 
なお、光合成を行わない施設内にあっては、光合成細菌の代わりに、好気域のイオウ酸化

菌が硫化水素を硫酸イオンに変換しその役目を果たす。 
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※ 図２．ＷＫ連続的添加に伴う水質回復期 Ⅰ 

用語 
O２ 酸素          H2S  硫化水素 
N2 窒素          CH4  メタン 
DO 溶存酸素        SO42－  硫酸イオン 
Org 有機物、有機化合物   NO2

－ 亜硝酸イオン（亜硝酸態窒素） 
CO2 二酸化炭素       NO3
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NH3 アンモニア       N2O  亜酸化窒素 
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